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米国株 MARKET PICK UP 
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前週終値 10月10日 10月11日 10月12日 10月13日 10月14日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 18,329.04 18,128.66 18,144.20 18,098.94 18,138.38

騰落幅 +88.55 -200.38 +15.54 -45.26 +39.44

S&P500 2,163.66 2,136.73 2,139.18 2,132.55 2,132.98

騰落幅 +9.92 -26.93 +2.45 -6.63 +0.43

ナスダック総合指数 5,328.67 5,246.79 5,239.02 5,213.33 5,214.16

騰落幅 +36.27 -81.89 -7.77 -25.69 +0.83

-0.56%

-0.96%

-1.48%

18,240.49

2,153.74 -20.76

-102.11

-78.245,292.41

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 16.9 3.1 2.7%

S&P500 18.1 2.8 2.2%

ナスダック総合指数 21.9 3.6 1.3%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2016年10月17日時点）

 先週の米国株式市場－企業決算への懸念などから続落－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国市場でダウ平均は週間で102

ドル安と続落しました。上昇して始まったダ

ウ平均ですが、アルコア（AA）など一部の

企業決算が不調に終わったことから決算へ

の懸念が高まって11日にダウ平均は200

ドル安となり、その後も値を戻しきれません

でした。 

 また、ハイテク株比率の高いナスダック総

合指数は、週間で1.5％安とダウ平均の

0.6％安に比べて大きな下落率となりまし

た。 

 
米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と騰落レシオの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

    

  

 

  

 

 

 

 

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

AAPL アップル 3.1

DD ｲｰ･ｱｲ･ﾃﾞｭﾎﾟﾝ･ﾄﾞｩ･ﾇﾑｰﾙ 1.0

VZ ﾍﾞﾗｲｿﾞﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 0.7

MCD ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 0.6

TRV トラベラーズ･カンパニーズ 0.5

GS ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 0.4

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値上がり率ランキング（10/10-10/14）

＜上昇＞ 

韓国サムスン社製のスマートフォンから発火現象が起き生産・販売停止となったことで、競合で

ある iPhoneの販売の追い風になるとして、アップル（AAPL）が買われて週間で3％超上昇し

ました。その他にもデュポン（DD）やベライゾン・コミュニケーションズ（VZ）、マクドナル

ド（MCD）などがそれぞれ上昇しました。 

＜下落＞ 

シスコシステムズ（CSCO）が週間で4％超下げたほか、ファイザー（PFE）、アメリカン・エ

キスプレス（AXP）、ユナイテッド・ヘルスグループ（UNH）の3社が2％以上下落しました。 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン

-3.5 

0.2 

0.9 

3.6 

6.2 

6.7 

10.1 

10.2 

10.3 

14.7 

-10 -5 0 5 10 15 20 25 30

ヘルスケア

金融

一般消費財・サービス

生活必需品

素材

資本財･サービス

電気通信サービス

公益事業

情報技術

エネルギー

（％）

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン
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ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

CSCO シスコシステムズ 　　　 -4.1

PFE ファイザー -2.7

AXP アメリカン･エキスプレス -2.6

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -2.0

PG ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ -1.7

INTC ｲﾝﾃﾙ -1.7

HD ﾎｰﾑ･ﾃﾞﾎﾟ -1.5

JNJ ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ -1.4

DIS ウォルト･ディズニー -1.3

CVX ｼｪﾌﾞﾛﾝ -1.2

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値下がり率ランキング（10/10-10/14）
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今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

小売売上高（自動車・ガソリン除く、前月比） 9月 +0.3％ 市場予想 +0.3％ 前月 

-0.1％ 

 

９月 消費者物価指数（CPI コア指数） 前年同月比 市場予想 +2.3％ 前月 +2.3％ 

18日に9月の消費者物価指数（CPI）が

発表されます。変動の大きい食品とエネルギ

ーを除いたコア指数は、前年同月比2.3％の

上昇と前月から横ばいになると予想されて

います。 

FRBは物価の安定と雇用の最大化という

2つの法的責務（デュアルマンデート）をお

っていますが、好調な労働市場に加えて物価

上昇率も上振れすれば、一層利上げ期待が高

まり円安ドル高圧力となる可能性がありそ

うです。 

14日に発表された小売売上高は、変動の大

きい自動車とガソリンを除いた売上高が前月比

0.3％増と市場予想と一致しました。 

同売上高は7月分・8月分と2ヶ月連続で前

月から減少しており、個人消費が低迷している

のではないかとの懸念につながっていました

が、ひとまずその不安は後退する堅調な内容だ

ったと言えるでしょう。 

 
（出所)トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成

小売売上高（自動車・ガソリン除く）
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米企業の決算発表が本格化しつつあります。先週発表されたアルコアの決算が市場予想を下回った

ことで米国株全体に売りが波及するなど、しばらくの間は企業決算が材料となりそうです。 

14日時点のトムソン・ロイターの集計では、7－9月期は前年同期比0.3％の減益になると予想

されています。今週は、バンク・オブ・アメリカ（BAC）、IBM（IBM）、ネットフリックス（NFLX）、

ゴールドマン・サックス（GS）、インテル（INTC）、ジョンソン・エンド・ジョンソン（JNJ）、

アメリカン・エキスプレス（AXP）、マイクロソフト（MSFT）、ベライゾン・コミュニケーション

ズ（VZ）、マクドナルト（MCD）などが決算発表を予定しています。企業決算発表スケジュールの

詳細はこちらをご参照ください。 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 
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マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 

マーケットビュー－企業決算が材料に－ 

http://www2.monex.co.jp/calendar/index2.html

